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平成 29 年 4 月 24 日 

 報道機関各位 

新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2 丁目 7 番 5 号 

                            

「小千谷市移住サポーター」を委嘱 

 

小千谷市への移住をお考えの方や、移住後間もない方の最も身近な相談役として、「小

千谷市移住サポーター」2名を委嘱します。同じ移住者目線でアドバイスができるよう、

実際に小千谷市に移住された方にサポーターになっていただき、小千谷市への移住を支

援する体制を整備することで、移住者の増加及び定着につなげたいものです。 

移住サポーターは、市を通じて寄せられた移住に関する相談に応じるほか、小千谷市

での暮らしの魅力を自らも発信していただきます。 

 

■移住サポーター委嘱 

◆日  時／5月 1 日（月） 午前 11 時 45 分～ 

◆場  所／市役所 3階 第 1 応接室 

◆委 嘱 者／坂本 香奈子さん、樽井 俊郎さん 

◆任  期／5月 1 日～平成 30 年 3 月 31 日（再任は妨げない） 

■相談方法等 

◆相談期間／移住前から移住後１年間 

◆相談内容／仕事、子育て、住居、医療機関、雪国での生活など、小千谷市での暮ら

し全般に関する事項 

◆相 談 料／無料 

◆相談手順／①相談者が相談したい内容を「移住サポーター申込書」に記入し、小千

谷市観光交流課へ提出 

       ②後日、移住サポーターから相談者へ直接ご連絡 

≪移住サポーターの紹介≫ 

◆坂本 香奈子（さかもと かなこ）さん（34 歳） 

新潟市出身。田舎で食に関する仕事をするため、平成 25 年に「地域おこし協力

隊」として岩沢地区に移住。その後結婚し、現在は真人地区で子育てをしながら

夫婦で「真人とうふ」を経営。豆腐を使ったスイーツなども手掛ける。 

◆樽井 俊郎（たるい としお）さん（43 歳） 

福島市出身。中越大震災の震災ボランティアとして当市を訪れる。その後、鍼灸

師として国内・海外各地で働いた後、平成 27 年に小千谷市へ移住。現在は東小

千谷地区で「さちのさと鍼灸治療院」を経営。 

本件に関するお問合せ先／小千谷市観光交流課 地域振興係 担当／佐藤・増川 

TEL：0258-83-3512  FAX:0258-83-0871 E-mail：kanko@city.ojiya.niigata.jp 
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■開催日・会場 

№ 開催日 開催地区 会   場 

１ ４月２６日（水） 城川地区 サンラックおぢや 

２ ４月２８日（金） 真人里地地区 真人ふれあい交流館 

３ ５月  １日（月） 山辺地区 山本振興会館 

４ ５月 ８日（月） 真人北部地区 若栃集落センター 

５ ５月 ９日（火） 東小千谷地区 ホットプラザ（勤労青少年ホーム） 

６ ５月１５日（月） 千田・高梨地区 千谷センター 

７ ５月１７日（水） 岩沢地区 岩沢住民センター 

８ ５月１９日（金） 西小千谷地区 市民会館 

９ ５月２４日（水） 東山地区 東山住民センター 

10 ５月２９日（月） 川井地区 川井住民センター 

11 ５月３１日（水） 片貝地区 片貝総合センター 

12 ６月  １日（木） 吉谷地区 吉谷トレーニングセンター 

 

■時間／午後 7時 30 分～午後 9時頃 

■その他／申し込みは不要です 

 

平成 29 年 4 月 24 日 

 報道機関各位 

新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2丁目 7番 5号 

                            

～地域の元気めっけましょう～ 

市内 12 会場で市政懇談会を開催 
  
 

 将来の小千谷市のあるべき姿についてテーマを絞り、市長と市民の対話を通じて市民

からの行政に対する「声」を直接発掘し、市政やまちづくりに反映させるため、市政懇

談会を開催します。 

 今年は「暮らし続けたいまちとは」をテーマに、下記の日程で開催します。 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

本件に関するお問い合わせ先／小千谷市企画政策課秘書広報係 担当／吉原・石上 

TEL：0258-83-3507  FAX:0258-83-2789 E-mail：plan@city.ojiya.niigata.jp 
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平成 29 年 4 月 24 日 

 報道機関各位 

新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2丁目 7番 5号 

                            

「新潟県の鑑賞魚」指定記念関連イベントを開催 

 
平成 29 年 5 月 5日付けで錦鯉が「県の鑑賞魚」に指定されることとなりました。 

「県の鑑賞魚」指定に先立ち錦鯉を平成 26 年 10 月 23 日付けで「市の魚」に制定し

ている本市では、指定を記念し各種イベントを開催します。 

 

 

■５月５日（祝） 

◆「錦鯉の里」イベント 

内 容 時 間 その他 

入館料無料 午前 9時～午後 6時 ・来館者に風船プレゼント

東山五人杵つき餅 実演・試食 午前 11 時（予定）  

おたのしみ抽選会 午前 9時～ ・抽選会場：サンプラザ 

・景品に錦鯉グッズ有 

横断幕の掲示 ※5／5（祝）～ 錦鯉の里入口 

このほか、指定をお祝いし 5 月 5 日（祝）から市役所と小千谷駅前広場にて懸垂幕、

広告塔を掲示します。 

 

■５月１１日（木） 

 ◆「県の鑑賞魚」指定記念式典・講演会・祝賀会 

   主催：県魚・錦鯉を目指す会、新潟県   

後援：小千谷市、長岡市、（一社）新潟県錦鯉協議会 

【式典】 

○場所 錦鯉の里 

○時間 午後 3時～3時 40 分 

   ○内容 記念碑除幕、オーナー鯉放流、指定経過報告など 

【講演会】 

  ○場所 小千谷市総合産業会館サンプラザ 大ホール 

  ○時間 午後 4 時～4時 20 分 

  ○講師 新潟県「錦鯉検討委員会委員」 鶴巻 直史
な お し

氏（新潟日報社 論説編集委員） 

 

※講演会終了後、引き続き同会場にて祝賀会が開催されます。 

本件に関するお問い合わせ先／小千谷市農林課 錦鯉戦略係 担当／山口・渡辺

TEL：0258-83-3510  FAX:0258-83-2789 E-mail:nishikigoi@city.ojiya.niigata.jp 
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平成 29 年 4 月 24 日 

 報道機関各位 

新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2丁目 7番 5号 

                            

首都圏の小中学生 1,206 人が自然体験 

 

小千谷市では、交流人口の増加や地域の活性化、受入側の生きがいづくり、感動の共

有を目的に、都市の小・中学校の教育体験旅行（林間学校や自然教室）の受け入れを推

進しています。平成 19 年度から 10 年間で 47 校、6,437 名の生徒を 1,866 戸の家庭で

受け入れています。（延べ数） 

また、小千谷市と災害時相互援助協定を結んでいる東京都杉並区内の中学校が、充実

した中学校生活を送るための基盤づくりを目的として、中学 1年生を対象に行うフレン

ドシップスクールを、26 年度より小千谷市で実施しています。今年度も 5 校、約 500

人の生徒が、市内での農作業体験等を通じて絆を深める体験学習を行います。 

 

 

■首都圏からの受け入れ【教育体験旅行】 

 ◆今年度は、首都圏の中学校 3校の民泊受け入れを 7月～8月に行います。 

7 月 22 日（土）～23 日（日）東京都江戸川区立清新第一中学校【181 名】（8 回目） 

7 月 26 日（水）～28 日（金）東京都江戸川区立小松川第三中学校【99 名】（9 回目） 

8 月 21 日（月）～23 日（水）東京都江戸川区立葛西第三中学校【237 名】（5 回目） 

◆また、小学校 1校の山本山トレッキングを受け入れます。 

7 月 25 日（火）東京都江東区立浅間
せ ん げ ん

堅川
た て か わ

小学校【185 名】（1回目） 

 

■杉並区立中学校フレンドシップスクール 

 5 月 11 日（木）～12 日（金） 東京都杉並区立東田中学校【100 名】（2回目） 

 5 月 15 日（月）～16 日（火） 東京都杉並区立神明中学校【71 名】（1 回目） 

 5 月 17 日（水）～19 日（金） 東京都杉並区立荻窪中学校【90 名】（4 回目） 

 5 月 22 日（月）～23 日（火） 東京都杉並区立向陽中学校【95 名】（4 回目） 

 7 月 5 日（水）～ 7 日（金） 東京都杉並区立中瀬中学校【148 名】（1回目）※ 

※中瀬中学校は、フレンドシップスクールでは初めて民泊を実施します。 

 

■受入家庭数／約 60 世帯 

 

なお、取材については各学校からの了解が必要になりますので、下記担当までご連絡

ください。 

本件に関するお問い合わせ先／小千谷市観光交流課地域振興係 担当／真皿・増川 

TEL：0258-83-3512  FAX:0258-83-0871 E-mail：chiiki@city.ojiya.niigata.jp 
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平成 29 年 4 月 24 日 

 報道機関各位 

新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2丁目 7番 5号 

                            

ふるさとＵターン事業を開催 

 

小千谷市では、大学進学等で市外に転出した若者やその家族に対して、Ｕターン移住

への理解を深めてもらうよう、市内及び首都圏で相談会、交流会を実施します。 

【ふるさとおぢやＵターン相談会】 

■対象／30 歳以下の首都圏在住者の家族 

■日時／5 月 26 日（金）午後 6時 30 分～8時 30 分 

■会場／小千谷市総合産業会館サンプラザ 

■内容／ 

・企業からの転職に関するアドバイス（パネルディスカッション形式） 

・Ｕターン移住や就職に関する情報提供 

・個別相談 

■定員／40 人 

 

【ふるさとおぢやＵターン交流会】 

■対象／30 歳以下の首都圏在住者 

■日時／7 月 29 日（土）午後 1時 30 分～4時 

■会場／ふるさと回帰支援センター（東京都千代田区有楽町2丁目10－1東京交通会館8F）

■参加企業／5 社（予定） 

■内容／ 

・Ｕターン移住や就職に関する情報提供 

・市内企業による就職相談・企業 PR 

・移住に関する個別相談 

■定員／40 人 

※両会場とも参加無料、事前申込は小千谷市商工振興課へ。当日参加も可能です。 

 

本件に関するお問い合わせ先 

小千谷市商工振興課地域産業係 担当／小杉 
小千谷市観光交流課地域振興係 担当／増川 
（商工振興課）TEL：0258-83-3556  FAX：0258-83-2789 

E-mail：syoko@city.ojiya.niigata.jp 
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平成 29 年 4 月 24 日 

 報道機関各位 

新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2 丁目 7 番 5 号 

                            

 

楽集館企画展示「なつかしの魚沼線と鉄道コレクション」開催 

 

 

 

昭和 59 年 3 月 31 日に、惜しまれながら廃線となった魚沼線をテーマとした企画展

を開催します。当時の魚沼線で実際に使用していた切符切り、看板、駅員の制服など、

なつかしの品々を展示します。あわせて、鉄道関係の貴重なコレクションを展示します。

既に廃線となった電車の写真やオレンジカードなど、鉄道ファン必見です！ 

 

■期間／5月 18 日（木）〜5月 30 日（火） ※水曜日は休館日 

■時間／午前 9時〜午後 5時 

■会場／小千谷市民学習センター「楽集館」1 階展示室 

（小千谷市上ノ山 4-4-2 電話： 0258-82-8282） 

■入場無料 

■後援／東日本旅客鉄道株式会社 

 

 

 

○土日限定特別企画 

駅長さんの制服を着て記念撮影ができます！ 

（制服は子ども用のみです。） 

 

■日時／▽5 月 20 日（土）、21 日（日）午前 9 時から正午まで 

▽5月 27 日（土）、28 日（日）    〃 

■会場／小千谷市民学習センター「楽集館」1 階展示室 

※ カメラはご自身でご用意ください。 

 

 

本件に関するお問合せ先／小千谷市生涯学習課 社会教育係 担当／長谷川・林 

TEL：0258-83-0077  FAX:0258-83-0078 E-mail：syougai@city.ojiya.niigata.jp 
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